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令和５年８月１日 

北九州市発達障害者支援地域協議会 資料 

 

 

発達障害支援を考えるシンポジウム アンケート結果について 

 

日 時 ： 令和５年３月１８日（土） １３：００～１６：１５ 

場 所 ： 北九州国際会議場 メインホール 

参加者 ： １８９名 

アンケート回答率 ： ６１．３％～６８．２％ 

 

 

１ 基調講演について 

○ 内容の理解については、「よくわかった」「だいたいわかった」が回答者全体の約９８％。 

○ 知りたかったことについては、「知ることができた」「だいたい知ることができた」 

 が約９４％。 

 

【自由記入欄より（抜粋）】 

● チャレンジング行動を少しでも減らしていけるように、まずは評価をしっかり行い     

その子の背景について考え支援していきたいです。 

 ● 英知を結集して、助けてくれる福祉の力ができることを強く願っています。 

● 優秀な専門家や支援者のいる北九州市が先駆的に『ライフステージを通した一貫した 

支援』のモデルになるような市になって欲しいなと思いました。 

 ● お話が聞きやすく保護者として共感、理解しやすかったです。 

 ● 実践に対して理論的な裏付けが大切だと良くわかった。           など 
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（１）基調講演内容の理解

よくわかった だいたいわかった
あまりわからなかった わからなかった
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（２） 基調講演知りたかったこと

知ることができた だいたい知ることができた
あまり知ることができなかった 知ることができなかった

単位＝人 単位＝人 ｎ＝121 ｎ＝116 
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令和５年８月１日 

北九州市発達障害者支援地域協議会 資料 

 

２ シンポジウムについて 

 

○ 内容の理解については、「よくわかった」「だいたいわかった」が回答者全体の約９８％。 

○ 知りたかったことについては、「知ることができた」「だいたい知ることができた」 

 が約９３％。 

 

【自由記入欄より（抜粋）】 

● 現場での支援方法を聞くことができ、改めてチームの大切さについて考えさせていた     

だきました。 

 ● 幼少期からの支援が未来を変えるということで責任の重さを感じました。 

● 今回のシンポジウムを聴いて、たくさん支えてくれる方が居ることがわかり少し勇気が 

出ました。 

● 一刻も早く、グループホームにこそ専門の支援が行き届くシステムを行政には実行して 

いただきたいと願うばかりです。   

 ● 地域の人材という観点が必要だと言われていたことが印象に残ってます。    など 

 

 

３ 今回聞けなかったこと、もっと聞きたかったことなどの意見 

【自由記入欄より（抜粋）】 

● 教育相談センター等の具体的利用について、北九州での事例とか聞きたかったです。 

● 人材育成についての話興味深かった。 

 ● 北九州市の方針に加え、発達障害者支援協議会の今後の取組内容を説明した方がいい 

ように思いました。 

● 参加できて良かったです。夫と参加したのですが、絵カード等に興味を持ち早速実践し 

ようとしてくれています。 

● 北九州市の教育レベルがアップしていけば良いと最近常々思っています。メディアも 

連動させてこういった活動を盛んにしていって欲しいです。           など 
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(１)シンポジウム内容の理解

よくわかった だいたいわかった
あまりわからなかった わからなかった
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（２）シンポジウム知りたかったこと

知ることができた だいたい知ることができた
あまり知ることができなかった 知ることができなかった

単位＝人 単位＝人 ｎ＝118 ｎ＝119 
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令和５年８月１日 

北九州市発達障害者支援地域協議会 資料 

 

 

４ 本市の発達障害のある方への支援についての意見 

【自由記入欄より（抜粋）】 

● 幼少期についての北九州市での取組み、相談できる場、療育ができる場所、人数なども 

う少し増やしてほしいし、支援を受けやすいようにしてほしい。保護者へも伝えてほしい。 

● 障害者に問題が生じた時にまずどこに相談すべきなのか。市民に対して一元化したフロ 

ーサービスを周知すべき。 

 ● 早い段階で専門機関への相談が必要であると考えますが、待つ期間が長く、そこの改善 

をお願いしたいと思います。 

● 発達障害のある人がやりたいと思うことを叶えるための情報を探せる場所があると助 

かります。保護者の勉強会もたくさんあるといいです。 

● コーディネーターと呼べる人が少なすぎる様にも感じました。人材不足は職場の士気を 

 下げ、離職率 UP に繋がると思うので、福祉の仕事をもっとポジティブに捉えた人が集ま 

 る取り組みも必要だと思います。                           など 

 

 

５ 参加者について 

○ 参加者の属性は、「障害福祉サービス関係者」が回答者全体の約４５％で最多。 

○ 次いで、「家族」が約２０％、「教育関係者」が約１２％。 
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参加者の属性

本人（当事者） 家族

障害福祉サービス関係者 医療関係者

教育関係者 保育所・幼稚園関係者

行政関係者 一般の方

その他

単位＝人 ｎ＝129 
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令和5年8月1日
北九州市発達障害者支援地域協議会 資料

発達障害支援を考えるシンポジウム　アンケート集計表

日　時 ： 令和５年３月１８日（土）　１３：００～１６：１５

場　所 ： 北九州国際会議場　メインホール

参加者 ： １８９名

アンケート回答率 ： ６１．３％～６８．２％

（１）内容は、 （n=121）
　　① よくわかった 67 名
　　② だいたいわかった 52 名
　　③ あまりわからなかった 2 名
　　④ わからなかった 0 名

（２）あなたが知りたかったことを （n=116）
　　① 知ることができた 59 名
　　② だいたい知ることができた 50 名
　　③ あまり知ることができなかった 7 名
　　④ 知ることができなかった 0 名

（３）基調講演についてのご意見、ご感想

　　別紙１のとおり

（１）内容は、 （n=118）
　　① よくわかった 55 名
　　② だいたいわかった 61 名
　　③ あまりわからなかった 2 名
　　④ わからなかった 0 名

（２）あなたが知りたかったことを （n=119）
　　① 知ることができた 49 名
　　② だいたい知ることができた 61 名
　　③ あまり知ることができなかった 8 名
　　④ 知ることができなかった 1 名

（３）シンポジウムについてのご意見、ご感想

　　別紙２のとおり

　　別紙３のとおり

４　本市の発達障害のある方への支援についてのご意見

　　別紙４のとおり

１　基調講演「困った行動の理解と支援～ライフステージを通じ一貫した支援の
　重要性を理解する」について

２　シンポジウム「強度行動障害のある方への支援の実際～本人を中心とした
　地域での暮らしをどう支えていくか～」について

３　全体を通して、今回聞けなかったこと、もっと聞きたかったことなどのご意見



令和5年8月1日
北九州市発達障害者支援地域協議会 資料

（１）あなたは、 （n=129）
　　① 本人（当事者） 2 名
　　② 家族 25 名
　　③ 障害福祉サービス関係者 58 名
　　④ 医療関係者 10 名
　　⑤ 教育関係者 15 名
　　⑥ 保育所・幼稚園関係者 8 名
　　⑦ 行政関係者 7 名
　　⑧ 一般の方（①～⑦以外） 3 名
　　⑨ その他 1 名

５　あたなについて



令和5年8月1日
北九州市発達障害者支援地域協議会 資料

発達障害支援を考えるシンポジウム　アンケート集計表　（別紙１）

（３）基調講演についてのご意見、ご感想

　　⑬ 実践に対して理論的な裏付けが大切だと良くわかった。

１　基調講演「困った行動の理解と支援～ライフステージを通じ一貫した支援の重要性を
 理解する」について　（１３件）

　　⑤ 行動範囲の理解と援助とても大切だと感じます。就学時はやらせたいことが絞られて
　　　　いて支援もやりやすかったですが、卒業後は社会の中でやらなければいけないこと
　　　　と、本人のやりたいことが増えるのに、どうすればやれるようになるか今はまだわかり
　　　　ません。たくさん勉強しないといけないと思いました。

　　① チャレンジング行動を少しでも減らしていけるように、まずは評価をしっかり行い
　　　　その子の背景について考え支援していきたいです。

　　② たくさんの分野の方がいらっしゃったと思うので、幅広くお話していただいたと思い
　　　　ます。様々な分野でのかかわりなど専門の方との協力なども分かりやすかったです。

　　③ 事例を挙げながら詳しく説明していただき、ありがとうございます。一人一人にあった
　　　　支援が必要だと理解していますが、支援の仕方に悩むことがあります。

　　④ 事例を挙げて頂きわかりやすかったです。基本的配慮としては、先ずは信頼関係
　　　　の構築と理解にあり、適切なかかわりが重要であることを再認識しました。

　　⑥ これまで園山先生が取り組んでこられたことの一部は知ることができました。ありがと
　　　　うございました。

　　⑦ とても興味深い内容で、また先生のお話が難しい内容をわかりやすくお話しいただけ
　　　　て良かったです。私の息子は重度知的障害と自閉症で、思春期以降、強度行動障害
　　　　の一歩手前のような状態です。今のところあきらかな他害、自傷はありませんが、癇
　　　　癪で物を噛む、母、先生などを強く掴んで引き倒す、のような行動があります。コミュ
　　　　ニケーションの障害も重く、読字、書字はできますが、会話はほぼできません。ここか
　　　　ら状態が悪くなれば、強度行動障害になるかもしれない、と不安もあります。家族とし
　　　　て、人に迷惑を掛けない子になってほしいので、そのためにできることを一生懸命
　　　　やっていますが、先生のおっしゃる、英知を結集して、助けてくれる福祉の力ができる
　　　　ことを強く願っています。

　　⑧ この分野の最先端である園山先生のお話が聞けた事、大変嬉しく思いました。また、
　　　　このような企画を行政が入ってされていることに、大変感心致しました。

　　⑨ 強度行動障害の重要性が20年前からいわれていたのに、実践がまだまだこれから
　　　　という感じなのは、少し残念な気持ちになりました。園山先生も北九州市に帰って
　　　　こられるとのこと、優秀な専門家や支援者のいる北九州市が先駆的に『ライフス
　　　　テージを通した一貫した支援』のモデルになるような市になって欲しいなと思いました。

　　⑩ チャレンジング行動という捉え方をしっかりと学ぶ必要があると感じた。

　　⑪ 先生の実践を踏まえてのお話で大変興味深く、勉強になりました。無学な為、時々
　　　　専門用語に理解がついていかない点もありましたが、お話が聞きやすく保護者
　　　　として共感、理解しやすかったです。貴重なお話をありがとうございました。

　　⑫ 園山先生の話が面白かったです。初めて行動障害について考えました。園山先生は
　　　　実際に人に接しておられて立派な人だと思いました。自分自身ももっと本などを読む
　　　　ことが必要と感じました。



令和5年8月1日
北九州市発達障害者支援地域協議会 資料

発達障害支援を考えるシンポジウム　アンケート集計表　（別紙２）

（３）シンポジウムについてのご意見、ご感想

　　⑥ 知らなかった事が少しですがわかって良かったと思います。大変な仕事なので
　　　　やりがいがあることだと思います。

　　⑦ ポジティブ支援の重要性等を知り環境要因となる適切でない支援によって深刻な行
　　　　動障害につながる怖さも強く感じました。幼少期からの支援が未来を変えるという
　　　　ことで責任の重さを感じました。連携の大切さも改めて感じました。

　　⑧ 強度行動障害までいきませんでしたが、我が子も急に行動障害を起こし、今は行動
　　　　障害を起こさないために予防的対応しかできていません。新しいことをやらせた時に
　　　　状況が悪化することがとても怖いです。今回のシンポジウムを聴いて、たくさん支えて
　　　　くれる方が居ることがわかり少し勇気が出ました。

　　⑨ シンポジストのお話からコーディネーター（中村氏)が様々な課題を明確にされて
　　　　いました。その課題はどれも早急に解決していかないといけない課題であったように
　　　　感じました。その中で、北九州市として今後、明確になった課題をどのように対応して
　　　　いくか等の話があれば更に良かったと思います。

　　⑩ 今回は、学校教育面でのお話がありませんでしたが、子どもたちが家庭の次に長く
　　　　過ごす場所は学校だと思います。しかし、今の特別支援学校の先生方を見ると行動
　　　　障害や、コミュニケーションの重要性についての知識が十分だとは思いません。
　　　　小学校まではまだしも、中、高等部になると、卒後の就労のことばかりがカリキュラム
　　　　の中心で、基本的な身辺自立の教育は終了しました、という感じを受けます。しかし、
　　　　思春期以降に行動障害、特に他害が問題になってきて、外出どころか、受け入れて
　　　　くれる福祉事務所を探すのにも苦労している方がたくさんいます。この状態を改善
　　　　するために、教育現場ではもっと積極的にコミュニケーションの教育を重点的にして
　　　　欲しいと思います。

　　⑪ 地域の人材という観点が必要だと言われていたことが印象に残ってます。

　　⑫ 実際にグループホームなどの地域で暮らせるのは、強度行動障害のないASD特性
　　　　の軽い方が多いのが現状だと思います。重度の人は、大人になっても生活の場に
　　　　支援が不可欠なので、なかなか受け入れてもらえず、結局ぎりぎりまで親が支援
　　　　するしかない…。一刻も早く、グループホームにこそ専門の支援が行き届くシステム
　　　　を行政には実行していただきたいと願うばかりです。

　　⑬ 松崎先生のお話の際のスライドや資料が多すぎて集中できず、興味深い内容でした
　　　　がちょっと聞きにくく感じました。かなり無理をしてまとめられたとの事でしたが、先生
　　　　のお話は聞きやすく簡潔にまとめられている様でしたので、それが少し残念でした。
　　　　保護者として参加しましたので、ここでも専門的な用語に理解が追いつかないことが
　　　　ありました。

　　⑭ 全体的に少し難しかったです。皆さんとても勉強や研究や活動をしておられているん
　　　　だなと思いました。村田先生の話は少し分かりやすかったです。もっと色んな先生が
　　　　いればまた変わるのかなと感じました。

　　⑤ 制度設計の行政の方や本人（強度行動障害者）の家族向けの内容なのか？誰を
　　　　ターゲットとした内容なのか不明瞭でした。

２　シンポジウム「強度行動障害のある方への支援の実際～本人を中心とした
　地域での暮らしをどう支えていくか～」について　（１４件）

　　① 現場での支援方法を聞くことができ、改めてチームの大切さについて考えさせていた
　　　　だきました。

　　② 福祉分野については、私の知識がないため、話を聞くことしかできませんでしたが、
　　　　保育の現場などで困っているところなど、もっと伝えていって欲しいです。

　　③ 取り組みを説明していただきありがとうございます。

　　④ 中村先生、すばらしいシンポジウムでした。ありがとうございました。
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発達障害支援を考えるシンポジウム　アンケート集計表　（別紙３）

　　⑥ 参加しやすい時間帯でしたが、半日でこの内容をするには時間が足りない感じ
　　　　でした。

　　⑦ 強度行動障害のある方の地域での暮らしを考える検討会が始まったばかりだなん
　　　　て、驚きです。早く進めて頂かないと、間に合いません。グループホームには入れ
　　　　ない重度の子供と高齢者の親と、いつか共倒れになりそうです。

　　⑧ このような研修を企画していただきありがとうございました。内容を継続してもらい
　　　　行政が先頭に立って地域の人材を育成する機会を今後もお願いします。

　　⑨ 全体的に良いお話をたくさん聞かせて頂けて、参加できて良かったです。夫と参加
　　　　したのですが、絵カード等に興味を持ち早速実践しようとしてくれています。ありが
　　　　とうございました。

　　⑩ 大学で発達障害について少し学び、自身も精神障害がある中、参加させて頂きまし
　　　　た。様々なレベルで、色んな方が支え考えているのだと感じました。北九州市の教育
　　　　レベルがアップしていけば良いと最近常々思っています。メディアも連動させて
　　　　こういった活動を盛んにしていって欲しいです。今日はありがとうございました。

　　⑪ 実践からそれを裏付ける理論まで、盛りだくさんで有意義だった。

　　⑤ 主催者である北九州市の方針に加え、発達障害者支援協議会の今後の取り組み
　　　　内容を説明した方がいいように思いました。

3 全体を通して、今回聞けなかったこと、もっと聞きたかったことなどのご意見（11件）

　　① 支援センターや、教育相談センター等の具体的利用について、北九州での事例とか
　　　　聞きたかったです。小倉の方は充実していますが、八幡西区の方などもこれから
　　　　もっと増えてほしいです。

　　② 人材育成についての話興味深かった。

　　③ 講演内容とは別ですが、本日近隣の会場でイベントが開催されているため、駐車場を
　　　　見つけることが大変でした。事前のロジ周りで事前に案内を出すと交通機関を利用
　　　　したり、周辺を避けたりできたかと思います。ロジ周りの準備をもう少しきちんとして
　　　　ほしかった。

　　④ 障害に関わる方たちが試行錯誤しながら障害者のために日々関わってくれている
　　　　ことに頭がさがります。今後もたくさんの研究会に参加して、私も日々頑張りたいと
　　　　思います。ありがとうございました。
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　　⑫ 今の所、勉強不足故か、自分ではよく分かりません。今後自分自身で勉強していき
　　　　たいです。そうする事でよりよい街になって行くと思います。

　　⑥ 「強度行動障害」は、先天性の障害ではなく、人を含めた不適切な環境要因が積み
　　　　重なった状態が続いた結果、ご本人たちの不適応行動として表れる、後天性の
　　　　「二次障害」だと思います。このことを各関係者、機関が理解し、縦割り構造からの
　　　　脱却が必要だと思われます。

　　⑦ 障害者も地域で暮らせるようにという国の方針ですが、実際,強度行動障害の方が
　　　　入居できるグループホームはほとんどなく、入所施設も他害があると受け入れて
　　　　貰えず、理想を掲げるなら受け皿を整えてからにして欲しいです。

　　⑧ 市をあげての企画に感心するとともに、他の都市にも影響を広げてほしいと思い
　　　　ます。

　　⑨ 北九州市が打ち出された基本の手立てを、支援者や保護者に啓発して、どのライフ
　　　　ステージでも、どの環境でも統一した支援がなされるようになって欲しいと思います。

　　⑩ 連携が叫ばれる中、コーディネート役の不在、不足はとても大きな課題だと思いま
　　　　す。コーディネートできる人材は簡単には育成できません。公的報酬をしっかりと
　　　　手当てしないと社会的な地位も上がりません。地域連携は片手間な儲からない
　　　　仕事に位置付けられてしまいます。

　　⑪ ペアレントトレーニングを受けられる場所が分からないのでそういった場所を増や
　　　　して欲しいです。福祉の支援に関わる方達は本当に頑張って下さっているので、
　　　　それが収入や支援者さんたちのQOLの向上に繋がるように市も支援できる事が
　　　　あればしてほしい。それとコーディネーターと呼べる人が少なすぎる様にも感じま
　　　　した。人材不足は職場の士気を下げ、離職率UPに繋がると思うので、福祉の仕事
　　　　をもっとポジティブに捉えた人が集まる取り組みも必要だと思います。

　　⑤ 発達障害のある人がやりたいと思うことを叶えるための情報を探せる場所があると
　　　　助かります。保護者の勉強会もたくさんあるといいです。

4 本市の発達障害のある方への支援についてのご意見　（１２件）

　　① 幼少期についての北九州市での取り組み、相談（巡回指導も予約が取りにくい、
　　　　親の相談も予約待ち）できる場、療育ができる場所、人数などもう少し増やして
　　　　ほしいし、支援を受けやすいようにしてほしい。保護者へも伝えてほしい。

　　② グレーゾーンと言われる障害認定までにはいかないがどうしたら良いか？悩む
　　　　保護者がいるのではないでしょうか。

　　③ 障害者に問題が生じた時にまずどこに相談すべきなのか？行政の窓口をまず通す
　　　　のか、学校や当事者なのか？つばさなのか？市民に対して一元化したフローサー
　　　　ビスを周知すべき。

　　④ 早い段階で専門機関への相談が必要であると考えますが、待つ期間が長く、そこ
　　　　の改善をお願いしたいと思います。






